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音声

言語処理の位置づけ(1/3)
言語 知識・概念

(記号)

年金は
受け取れる
でしょうか?

ご年齢は?

受給
資格に
ついて

言語と記号のマッチング 言語処理?

資格該当
に関する
属性．．

人工知能???

年金は受け
取れるかなぁ?
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言語処理の位置づけ(2/3)
音声 言語

知識(自然言語)
(部分的に構造化
強力なキーワード検索)

年金，
受給資格

Webサイト

受給資格に
ついて

資格該当に関する
属性．．

年金は受け
取れるかなぁ?

Web

言語と言語のマッチング 言語処理??
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言語処理の位置づけ(3/3)
音声，言語
動画，操作

知識，Web，概念
(記号，記号間の
体系と計算)年金は受け

取れるかなぁ?

概念マッチングを意識した
言語記号上のマッチング

言語処理

概念

ユーザ

規則
作成者

年金
受給

年金の
受給
資格
に
ついて

検索

年金受給
資格は．．

概念音声
言語
．．

記号 記号



5 言語資源とは

• 言語資源とは?
– ある目的で収集された文書・語彙

• テキストコーパス，用語辞書

– ある定義に基づく意味タグが付与された文書・語彙
• 語義付与コーパス，Genia コーパス

– 意味的関係づけがなされた文書・語彙
• NTCIR の判定結果，WordNet，対訳コーパス

– 定義そのもの
• GDA (橋田97)

• 利用
– 統計・標本

• 学習データ，評価データ
• 学習対象となる定義集合

– 定義集合
• 辞書，同義語集合
• 処理目的の定義集合 (例) 語義集合

統計的学習モデル
と強い関係
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言語資源の系列(1/3)
• 言語学・認知心理学から派生

– Levinの動詞交替辞書(93) 
– LCS(95), VerbNet(06), FrameNet(98), WordNet(90)
– TimeML(04)，MSFA(06), 動詞項構造シソーラス(08)

• 標本を意識(言語学心理学のため)
– Brown corpus (61) テキストデータの標本

– 日本語コーパス BCCWJ (08) 国語研

• 自然言語処理が中心
– Penn tree bank (92)(構文解析結果の付与)
– EDR (1995-): 日英中辞書タグ付与コーパス

– Propbank (02) : 語義(意味役割) 付与テキスト

– SemEval(02): 日本語語義付与

– 京大コーパス(02), NAIST テキストコーパス(07)

言語理論の
具現化

Webで配布
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言語資源の系列(2/3)
• タスク指向

– 分子生物学: 
• Genia コーパス(辻井研)
• Gene ontology consortium: 同義語を整理

– 固有表現階層(関根)，鳥バンク(池原)
– TREC, NTCIR (NII) 検索データ，ACEコーパス

• Web2.0的
– wiki: 百科事典

– 青空文庫: テキストデータ

– Web上にあるテキストデータ，blog
– 英辞郎: 英日翻訳辞書

– Google n-gram データ
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言語資源の系列?(3/3)

• タグの定義(XML)
– GDA (橋田97)

• Global Document Annotation
• 参照，述語項構造解析

– SUMO, (Niles and Pease, 2001)
• Suggested Upper Merged Ontology

「言語資源ポータル」に一覧あり
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背景
• 言語処理

– より意味・感情・感性に近い処理を行いたい
• 表層上にない情報

– 分析された体系と事例が必要

– 大規模言語資源構築の失敗
• 1つで全ての要求をまかなうのは不可能

• 言語資源の構築
– 意味タグは応用処理に依存

– 処理目標ごとに異なるタグ体系で構築

– 言語資源の散乱(Calzolari 08)
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最近の中心的話題
• 言語処理の基礎

– 述語項構造に関する辞書と事例
Levinの動詞交替辞書(93) 
LCS(95), VerbNet(06), FrameNet(98), 
WordNet(90), TimeML(04)，
動詞項構造シソーラス(08)

• 言語資源の有効利用(特にヨーロッパ)
– 既存言語資源を結びつける (Language grid)
– top level の共通枠組みの提案

• 標準化 ISO への勧告

– 言語資源同士の相互リンク ((例) 約72%の精度)
• Calzolari 08

相互にリンク
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述語項構造

• 述語(動詞や形容詞，サ変名詞)の語義の曖昧性解消
– 述語間の関係(言い換え)
– 述語の概念スロットとの関係(フレーム|イベント)

会社が 税理士を 雇う (お金を払って人を使う)

会社が 太郎を 雇う

動作主 対象

動作主 役割

バスを 1台 雇う (乗り物をお金を払って専用して使う)
対象

太郎が 会社に 就職する

動作主 着点



13 CAUSE

ACT ON BECOME

BE AT[健]x [本]y

[棚]z[本]y

健が本を棚に置く

本が棚に移動する

本が棚に存在する

上位事象 下位事象

活動動詞

状態変化
動詞

状態動詞

着点への移動位置変化(物理)

階層的細分類

入手

存在

位置関係(物理) 出る

位置変化(人物間)

主体の性質

主体の変化

検査 置く
移動

存在

窪む 対義関係

動詞項構造
シソーラス

特徴: WordNetの
ように同義語集合が
容易にとれる
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言語表現から内容へ: 座標化

ある出来事

カメラ=人

A C B

D ある見方で表現

私はC をAから買った．

A C B

D

推論による規格化

言語表現

私はBにCを売った

ここから知識
処理開始

必ず表現者
の考えが入る

あげた
くれてやった

参考: 情報研 小山照夫先生

との議論による

人工知能では
麻生他07 が近い

考え方
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今後10年の方向
• 基礎技術

– 述語表現間の言い換えが容易になる
• 「無線LANが壊れた/動かない/不具合」

– 単位は文を超えたevent が扱える

– 論理的な学習・推論: (決定的先見知識の利用)

• 応用に即したより深い処理
– 評判・評価情報 blog
– 文学作品の扱い

– 感情・感性

– 法令工学: 年金の回答

理論や特徴をもとにした
個別の作り込み

(北陸先端大 島津先生他)
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今後10年の方向?

• オンライン言語ツールの充実

– 翻訳者支援システム
• 既訳文書を整理，イディオムの提示(影浦・阿辺川)

– Yahoo! API を利用した英語校正支援

Native checker
Multiword expression の使用例

(例) made of のofは?
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まとめ

• 言語処理のこれからの方向

– 事態・イベントの同定と言い換え

– Webを利用したツール

• 言語資源のこれから

– 述語項構造資源の整備

– 応用に特化した辞書と事例

– 各資源間の相互リンク

– 言語資源記述の規格化
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会議・論文誌

• 会議
– Large-Scale Knowledge Resources 2008
– LREC conference (Lisbon-2004, Genova-2006, 2008)
– AFNLP Asian Federation of Natural Language 
– COCOSDA (Internation Committee for the 

Coordination and Standardisatin of Speech 
DAtabases and Assessment Techniques)

– SemEval
– NTCIR (NII)  などなど

• 論文誌
– Language Resources and Evaluation など他
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組織

• 組織
– LDC (US)
– ELRA (European Language Resource 

Association)
– 言語資源協会(GSK) 

• Web日本語Nグラム

• 岩波国語辞典第5版
• 毎日新聞GDAコーパス
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質問とそれに対する考えなど

• 質問
– 言語資源は用途によって作り直さなくてはいけな
いというが，それは大変なことである．大規模な
データを様々な分野で作るのはコストがかかりす
ぎるがどうすればよいか?

• 今の考え
– 大きな方向性は既存資源から変換で作成するに
限ると思う．また，述語項構造はsyntaxに近い意
味分類なので，理想をいえばこれが様々な辞書
構築に対する種になってほしいと考えている．
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• 質問

– 言語資源構築はたいへんそうである．また作って終わり
ではなくて，アプリケーションに合わせて作り替えていく作
業が必要．そのための人も経験者でなくてはならないとす
るとそのようなフレームワークを作成すべきではないか?

• 今の考え

– その通りだと思う．私としてはどのようなステップを踏めば
そうした作業が効率的に行えるかという仕組み作りも必
要ではと考えるが，現段階では全く行えていない．


